数学科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年6月27日　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所　　　○○○○高等学校　1年4組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導教官　○○○○○先生　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実習生　○○○○
1：教科書　「数学Ⅰ」　（数研出版）

2：学習単元　第1章　「方程式と不等式」

     　　　　　第3節　1次不等式と2次方程式
3：単元について

（1）単元観

この単元では文字式の基本的な計算，有理数と無理数からなる実数，1次不等式，2次方程式について学ぶ。中学で学んだ多項式の展開，因数分解を復習し，
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 の係数が1でない場合，たすきがけを用いた因数分解をつかって解くことを学習する。数学的な思考力が要求される分野である。
　　実数，平方根と進み，1次不等式，2次方程式を学習する。特に1次不等式と2次方程式は第2章の2次関数と密接に関わる分野であり，2次関数と
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軸の共有点の
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座標が2次方程式の解となっている。
　　この章は，高校数学の土台を作る所でもあり，この章での知識が，この先の分野において必要不可欠になってくる。

（2）生徒観

　全体的に元気で明るく活気のあるクラスである。また生徒どうしの仲もよい。授業になると，ほとんどの生徒は集中して取り組んでいるが，集中力の切れた生徒が何人か出てくることがある。
　クラスの数学に対する興味は男子，女子ともに薄い生徒の方が多い。しかし数学ができるようになりたいという生徒も多く，理解することができた時に充実感を感じる生徒もいる。授業で出された宿題を教室で遅くまで解いて，分からない所は積極的に質問にきていた。よって，何かを学ぶことに対して積極性を持ってとりかかることのできる意識を持っているとみることができる。
　
4：単元の目標

①たすきがけを用いて因数分解を解くことができる。

②平方根の計算，分母の有理化ができる。

③連立不等式を図を書いて解くことができ，文章問題を通じて式を立て，解を導くこと
　ができる。

④絶対値を含む方程式，不等式で絶対値をはずすことができ解くことができる。

⑤2次方程式を因数分解で解くか解の公式を使って解くかを見極め，効率のよい方で解

　を導くことができる。

⑥2次方程式の解の個数が，解の公式のルートの中が正か負か0かによって変わってくることを理解できる。
5：指導計画

　第1章　方程式と不等式　
　　1節　式の計算　　　　　　　　
4時間
　　　1　多項式　　　　　　　　　　
1時間　
　　　2　多項式の加法・減法と乗法　
1時間
　　　3　因数分解　　　　　　　　　
2時間

　　2節　実数　　　　　　　　　　
2時間
　　　4　実数　　　　　　　　　　　
1時間

　　　　5　平方根　　　　　　　　　　
1時間

　　　3節　1次不等式と2次方程式　
6時間

　　　　6　1次不等式　　　　　　　　
2時間
　　　　7　2次方程式　　　　　　　　
4時間…本時3時間目
　6：本時の指導
　　　評価基準

1 2次方程式を解くことができる。　　
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を使って，実数解の個数を分類できる。
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に当てはめて計算するのではなく，意味を理解して計算することができる。　
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